
温泉力で健康と観光振興
大分県竹田市「温泉療養保健システム」

宿
泊
費
な
ど
助
成

温
泉
療
養
保
健
シ
ス
テ
ム

国
の
創
生
事
業
に
採
択

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

大
賞
を
受
賞
　
　
　

竹
田
市
、豊
富
町
、仙
北
市

「
温
泉
力
」で
協
力
協
定

３
事
業
に

万
円
を
交
付

石
破
担
当
相
　「
独
創
的
取
り
組
み
」

炭
酸
泉
の
効
能
実
証

慶
大
な
ど
の
研
究
で

ス
ポ
ッ
ト

長湯の湯　手軽に

「長湯ホットタブ」

　
御
前
湯

　
ガ
ニ
湯

　
竹
田
温
泉
花
水
月

　
ラ
ム
ネ
温
泉
館
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竹
田
市
が
取
り
組
む
温
泉

療
養
保
健
シ
ス
テ
ム
の
適
用

を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
①
市

内
の
対
象
宿
泊
施
設
（
温
泉

付
き
）
に
半
年
間
で
延
べ
３

日
以
上
宿
泊
す
る
②
市
内
の

対
象
宿
泊
施
設（
温
泉
な
し
）

に
半
年
間
で
延
べ
３
日
以
上

宿
泊
し
、
立
ち
寄
り
湯
に
宿

泊
日
数
の
半
数
以
上
入
浴
―

の
人
が
対
象
と
な
り
、
「
温

泉
療
養
保
健
パ
ス
ポ
ー
ト
」

を
発
行
、
１
泊
に
付
き
５
０

０
円
、
１
回
の
立
ち
寄
り
入

浴
に
付
き
２
０
０
円
の
助
成

が
受
け
ら
れ
る
。

　
そ
の
他
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を

提
示
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
設
で
食
事
や
体
験
な
ど
の

各
種
特
典
を
受
け
ら
れ
る
。

　
２
０
１
１
年
の
シ
ス
テ
ム

開
始
以
来
、
利
用
者
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、

年
度
は

７
６
０
人
か
ら
申
請
が
あ
っ

た
。
前
年
度
比

％
の
伸
び

だ
。
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
部

数
は
１
１
１
５
冊
に
上
る
。

平
均
宿
泊
日
数
は
５
・
２
泊
、

１
人
当
た
り
の
給
付
額
は
平

均
２
９
１
９
円
と
な
っ
て
い

る
。

　
パ
ス
ポ
ー
ト
は
市
観
光
ツ

ー
リ
ズ
ム
協
会
な
ど
３
カ
所

で
発
行
す
る
。
費
用
助
成
に

は
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な

る
。
詳
細
は
同
協
会
、
☎
０

９
７
４
（
６
３
）
０
５
８
５

ま
で
。

　
大
分
県
竹
田
市
（
首
藤
勝
次
市
長
）
が
取
り
組
ん
で
い
る
温
泉
療
養
保
健
シ
ス
テ
ム
を
生

か
し
た
「
世
界
に
冠
た
る
日
本
の
温
泉
資
源
活
用
に
よ
る
『
国
民
の
健
康
づ
く
り
』
と
『
予

防
医
療
の
増
進
』
『
新
た
な
観
光
戦
略
』
事
業
」
が
こ
の
ほ
ど
、
地
方
創
生
先
行
型
・
先
駆

的
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。
「
石
破
茂
地
方
創
生
担
当
相
か
ら
独
創
的
な
取
り
組
み
と
高

く
評
価
さ
れ
た
」
と
首
藤
市
長
。
「
温
泉
力
」
で
活
路
を
開
く
、
市
の
独
創
的
な
試
み
を
紹

介
す
る
。

　
炭
酸
泉
が
大
量
に
湧
出
す
る

長
湯
温
泉
の
特
徴
を
生
か
し
た

入
浴
剤
が
話
題
を
集
め
て
い

る
。
竹
田
市
と
ホ
ッ
ト
ア
ル
バ

ム
炭
酸
泉
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
東
京

都
八
王
子
）
が
手
を
組
み
共
同

開
発
し
た「
長
湯
ホ
ッ
ト
タ
ブ
」

＝
写
真
＝
で
、
温
泉
療
養
保
健

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
長
湯
温

泉
を
訪
れ
た
人
が
市
内
で
購
入

で
き
る
限
定
商
品
だ
。

　
同
社
の
入
浴
剤
が
長
湯
温
泉

と
同
等
の
温
浴
効
果
を
持
つ
こ

と
を
市
が
発
見
し
、
同
社
と
の

提
携
に
よ
り
、
長
湯
ホ
ッ
ト
タ

ブ
と
い
う
家
庭
用
炭
酸
入
浴
剤

が
開
発
さ
れ
、
販
売
が
実
現
し

た
。

　
長
湯
温
泉
の
地
下
千
㍍
の
炭

酸
ガ
ス
の
反
応
を
錠
剤
で
再
現

し
た
。
お
湯
に
入
れ
る
と
、
さ

な
が
ら
地
下
か
ら
噴
出
す
る
炭

酸
ガ
ス
の
よ
う
に
、
ご
く
微
量

な
炭
酸
ガ
ス
の
泡
が
継
続
的
に

噴
き
出
し
、
お
湯
の
中
で
重
炭

酸
イ
オ
ン
と
水
素
イ
オ
ン
に
解

離
、
血
行
を
良
く
し
、
健
康
と

美
を
届
け
る
。

　
具
体
的
に
は
、
冷
え
性
や
腰

痛
、
肩
こ
り
、
疲
労
回
復
な
ど


種
類
の
症
状
に
効
果
を
発
揮

す
る
。

　
長
湯
ホ
ッ
ト
タ
ブ
は
医
薬
部

外
品
で
、
無
着
色
、
無
香
料
、

無
添
加
。
価
格
は

錠
入
り
が

１
０
８
０
円
、

錠
入
り
３
９

８
０
円
、
１
０
０
錠
入
り
７
７

７
６
円
（
い
ず
れ
も
税
込
み
）

と
な
っ
て
い
る
。

慶応大の村上氏（右）と首藤市長

　
竹
田
市
と
日
本
健
康
開
発
財

団
、
慶
応
大
は
２
０
１
５
年
７

月
、
長
湯
温
泉
の
飲
泉
効
果
に

関
す
る
調
査
結
果
を
発
表
し

た
。
温
泉
水
を
飲
む
こ
と
で
血

中
成
分
や
腸
内
細
菌
の
機
能
が

変
化
し
、
糖
尿
病
予
防
の
効
果

に
期
待
で
き
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
た
と
い
う
も
の
。
医
学
的
な

デ
ー
タ
に
基
づ
く
飲
泉
効
果
の

研
究
は
初
め
て
。

　
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
温
泉

水
を
飲
ん
だ
後
の
方
が
、
①
血

糖
値
と
連
動
す
る
血
中
グ
リ
コ

ア
ル
ブ
ミ
ン
値
が
減
少
②
腸
内

細
菌
機
能
の
変
化
に
よ
り
、
糖

尿
病
患
者
の
血
中
に
多
く
見
ら

れ
る
ア
ミ
ノ
酸
が
減
少
―
な
ど

を
示
す
被
験
者
が
多
か
っ
た
。

　
こ
の
研
究
成
果
が

月


日
、
補
完
代
替
医
療
を
専
門
に

扱
う
国
際
学
術
誌
「
Ｅ
ｖ
ｉ
ｄ

ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
―
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｄ
　
Ｃ

ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｒ
ｙ

　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ａ
ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
ｍ
ａ

ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
　
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ｉ
ｎ

ｅ
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
版
で
発
表

さ
れ
、
「
温
泉
が
持
つ
素
晴
ら

し
い
効
能
を
世
界
的
に
紹
介
す

る
こ
と
が
で
き
た
」
（
市
商
工

観
光
課
）
と
い
う
。

　
慶
応
大
先
端
生
命
科
学
研
究

所
の
富
田
勝
所
長
は
「
最
新
研

究
で
温
泉
の
効
能
を
明
ら
か
に

し
た
こ
と
は
観
光
立
国
・
日
本

に
と
っ
て
追
い
風
に
な
る
だ
ろ

う
。
今
後
も
日
本
の
食
や
温
泉

な
ど
の
観
光
資
源
の
有
効
性

を
、
最
先
端
技
術
を
駆
使
し
て

科
学
的
に
明
ら
か
に
し
て
い

く
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
ま
た
、
同
研
究
所
の
大
学
院

生
、
村
上
慎
之
介
氏
も
「
国
際

的
な
学
術
誌
に
認
め
ら
れ
た
こ

と
は
飲
泉
に
よ
る
予
防
、
改
善

効
果
に
よ
る
健
康
づ
く
り
に
大

き
く
寄
与
で
き
る
。
今
後
、
マ

ウ
ス
実
験
な
ど
を
通
し
て
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
解
明
し
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
受
け
、
首
藤
市
長
は

「
長
湯
温
泉
の
持
つ
温
泉
力
が

科
学
的
に
証
明
さ
れ
、
国
際
的

に
権
威
の
あ
る
学
術
誌
に
認
め

ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
追
い
風

と
な
る
。
温
泉
力
を
生
か
し
た

温
泉
療
養
、
保
養
地
づ
く
り
に

ま
い
進
し
た
い
。
国
内
屈
指
の

高
濃
度
炭
酸
泉
と
い
う
〝
宝
〟

が
市
民
、
国
民
の
豊
か
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
一
助
に
な
れ
る

よ
う
、
市
ら
し
い
取
り
組
み
を

推
進
す
る
」
と
強
調
し
た
。

　
市
商
工
観
光
課
は
今
後
、
エ

ビ
デ
ン
ス
（
科
学
的
実
証
性
）

調
査
の
結
果
を
生
か
し
な
が

ら
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
病
気

に
な
り
に
く
い
体
づ
く
り
な
ど

個
々
が
本
来
持
つ
自
然
治
癒
力

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
温

浴
、
運
動
、
食
事
、
笑
い
と
い

っ
た
〝
竹
田
式
湯
治
〟
の
推
進

と
、
市
で
し
か
体
験
で
き
な
い

極
上
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
を
推

進
す
る
。

ガ
ニ
湯

ラ
ム
ネ
温
泉
館

長
湯
の
シ
ン
ボ
ル
「
御
前
湯
」

花
水
月

昨年７月に行われた竹田市、仙北市、豊富市による
温泉力地域協力協定の締結式

　
日
本
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
振

興
機
構
は
１
月
８
日
、
第
８
回

「
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
」

に
竹
田
市
の
温
泉
療
養
保
健
シ

ス
テ
ム
の
取
り
組
み
を
選
ん

だ
、
と
発
表
し
た
。
表
彰
式
は

２
月
８
日
、
東
京
都
品
川
区
の

Ｊ
Ｔ
Ｂ
で
行
わ
れ
る
。

　
応
募
の
あ
っ
た

団
体
の
中

か
ら
大
賞
、
奨
励
賞
そ
れ
ぞ
れ

１
団
体
を
選
出
し
た
。
市
の
温

泉
療
養
保
健
シ
ス
テ
ム
は
第
５

回
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
で

奨
励
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
今

回
、
念
願
の
大
賞
受
賞
と
な
っ

た
。

　
①
シ
ス
テ
ム
の
利
用
者
が
年

々
増
加
し
、
平
日
の
稼
働
率
が

底
上
げ
し
て
い
る
こ
と
②
日
本

健
康
開
発
財
団
、
慶
応
大
と
の

共
同
研
究
に
よ
り
、
長
湯
温
泉

の
飲
泉
が
糖
尿
病
予
防
に
効
果

を
上
げ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た

③
特
徴
あ
る
温
泉
を
有
す
る
北

海
道
豊
富
町
、
秋
田
県
仙
北
市

と
と
も
に
「
温
泉
力
地
域
協
力

協
定
」
を
締
結
④
竹
田
温
泉
群

（
市
全
域
）
が
国
民
保
養
温
泉

地
の
指
定
を
取
得
、
国
の
指
定

す
る
地
方
再
生
先
行
型
・
先
駆

的
事
業
に
採
択
さ
れ
た
―
な

ど
、
温
泉
を
生
か
し
た
予
防
治

療
、
健
康
づ
く
り
を
多
面
的
に

推
進
し
て
い
る
点
が
高
く
評
価

さ
れ
た
。

　
竹
田
市
は
２
０
１
５
年
７
月


日
、
北
海
道
豊
富
町
（
工
藤

栄
光
町
長
）
、
秋
田
県
仙
北
市

（
門
脇
光
浩
市
長
）
と
「
温
泉

力
地
域
協
力
協
定
」
を
締
結
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
泉
質

を
持
っ
て
い
る
が
、
協
力
し
合

う
こ
と
で
国
民
の
健
康
増
進
に

寄
与
し
、
さ
ら
な
る
観
光
振
興

を
図
る
の
が
狙
い
。

　
締
結
式
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健

康
と
温
泉
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
三
友

紀
男
会
長
の
ほ
か
、
日
本
健
康

開
発
財
団
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、

Ａ
Ｎ
Ａ
セ
ー
ル
ス
の
関
係
者
も

出
席
し
た
。
３
市
町
は
厚
生
労

働
省
に
温
泉
施
設
に
対
す
る
医

療
費
控
除
の
規
制
緩
和
要
望
を

行
っ
て
お
り
、
締
結
は
こ
の
実

現
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
豊
富
温
泉
の
泉
質
は
ナ
ト
リ

ウ
ム
塩
化
物
泉
な
ど
２
種
類
。

い
ず
れ
も
黄
濁
し
、
井
戸
か
ら

は
石
油
や
天
然
ガ
ス
と
と
も
に

湧
出
し
て
く
る
た
め
わ
ず
か
に

油
分
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
油

分
が
抗
炎
症
作
用
を
発
揮
す
る

た
め
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
や

尋
常
性
乾
癬
に
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
る
。

　
仙
北
市
の
玉
川
温
泉
は
１
カ

所
か
ら
毎
分
９
千
㍑
と
い
う
湧

出
量
を
誇
り
、ｐ
ｈ（
ペ
ー
ハ

ー
）１
・
２
と
い
う
強
酸
性
の
温

泉
。神
経
疾
患
や
皮
膚
病
、脊
髄

性
小
児
ま
ひ
や
悪
性
腫
瘍
（
ガ

ン
）
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
特
に
、
ガ
ン
の
予
防

や
再
発
防
止
が
期
待
さ
れ
る

「
北
投
石
」
は
玉
川
温
泉
が
日

本
唯
一
の
産
地
で
あ
る
こ
と
は

有
名
だ
。
特
別
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
、保
護
さ
れ
て
い
る
。

　
竹
田
市
の
長
湯
温
泉
は
高
濃

度
炭
酸
泉
の
た
め
、
循
環
器
・

消
化
器
系
疾
患
の
療
養
に
適
し

て
い
る
。浸
か
る
だ
け
で
な
く
、

飲
ん
で
直
す
「
飲
泉
文
化
」
も

根
付
い
て
い
る
。

　
首
藤
市
長
は
「
３
温
泉
地
の

治
療
効
果
の
調
査
研
究
を
さ
ら

に
進
め
な
が
ら
、
ゆ
く
ゆ
く
は

温
泉
の
力
を
世
界
に
知
ら
し
め

た
い
。
ま
た
、
こ
の
締
結
が
特

色
あ
る
温
泉
力
を
持
つ
全
国
の

温
泉
地
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。

石
破
担
当
相
（
右
）
に
事
業
の
内
容
を
説
明
す
る
首
藤
市
長

＝
昨
年

月

　
市
を
代
表
す
る
長
湯
温
泉
は

日
本
で
も
珍
し
い
炭
酸
泉
が
大

量
に
湧
出
す
る
。
炭
酸
泉
に
浸

か
る
と
、
お
湯
に
溶
け
込
ん
だ

細
か
な
炭
酸
ガ
ス
が
体
に
入

り
、
毛
細
血
管
を
拡
張
し
て
血

流
を
促
進
さ
せ
る
。
結
果
、
血

行
が
良
く
な
り
、
疲
労
回
復
な

ど
が
期
待
で
き
る
。
飲
ん
で
も

体
に
良
く
、
血
糖
値
の
上
昇
を

抑
え
、
糖
尿
病
に
効
果
が
あ
る

と
い
う
。

　
長
湯
温
泉
は
１
９
７
８
年
に

環
境
庁
（
当
時
）
の
国
民
保
養

温
泉
地
の
指
定
を
受
け
て
い
た

が
、
昨
年
の
再
指
定
に
よ
り
、

新
た
に
「
竹
田
温
泉
群
」
（
長

湯
温
泉
郷
、久
住
高
原
温
泉
郷
、

竹
田
・
荻
温
泉
郷
）
と
し
て
合

併
前
の
旧
４
市
町
全
て
の
温
泉

が
指
定
を
受
け
た
。

　
市
は
こ
う
し
た
温
泉
の
力
を

生
か
し
、
健
康
増
進
と
観
光
振

興
を
図
る
現
代
版〝
湯
治
文
化
〟

の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
温
泉
療
養
に
保

健
を
適
用
す
る
温
泉
療
養
保
健

シ
ス
テ
ム
を
２
０
１
１
年
度
か

ら
全
国
に
先
駆
け
て
実
施
。
こ

れ
は
中
長
期
の
滞
在
型
温
泉
療

養
を
し
た
滞
在
者
に
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
取
り
組
み
で
、

利
用
者
も
年
々
増
加
し
て
い

る
。

　
今
回
、
採
択
さ
れ
た
事
業
内

容
は
、
①
温
泉
を
利
用
し
た
予

防
医
学
を
核
と
す
る
健
康
づ
く

り
②
西
洋
型
温
泉
療
養
地
と
し

て
の
観
光
振
興
③
他
の
温
泉
地

と
の
連
携
―
の
三
つ
で
、

年

度
の
交
付
額
は
２
８
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

飲
泉
場
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
整
備

に
加
え
て
、
温
泉
療
養
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
指

導
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成

の
施
行
を
行
う
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
進
め
て
き
た
産
学
連
携
に

よ
る
入
浴
、
飲
泉
効
能
の
エ
ビ

デ
ン
ス
（
科
学
的
実
証
性
）
調

査
と
温
泉
療
養
を
補
完
す
る
家

庭
用
入
浴
剤
（
長
湯
ホ
ッ
ト
タ

ブ
）
開
発
を
拡
充
す
る
。

　
西
洋
型
温
泉
療
養
地
で
は
ク

ワ
オ
ル
ト
（
療
養
地
）
構
想
策

定
を
進
め
る
。
長
湯
温
泉
エ
リ

ア
の
半
径
２
㌔
圏
に
温
泉
施

設
、
保
養
施
設
、
交
流
施
設
な

ど
を
整
備
す
る
も
の
。
ま
た
、

市
な
ど
全
国
９
自
治
体
は
一
つ

の
施
設
で
全
て
満
た
す
必
要
が

あ
る「
温
泉
利
用
型
健
康
施
設
」

の
要
件
緩
和
を
厚
生
労
働
省
に

要
望
し
て
お
り
、
認
め
ら
れ
れ

ば
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な

る
。

　
他
の
温
泉
地
と
の
連
携
は
、

北
海
道
豊
富
町
、
秋
田
県
仙
北

市
と
の
「
温
泉
力
地
域
協
力
協

定
」
が
あ
る
。

　
市
は
こ
の
事
業
の
推
進
に
よ

り
、

年
の
人
口
社
会
増
目
標


～

人
、

年
の
観
光
客
数


万
人
（

年
比
）
、
観
光
客

に
占
め
る
宿
泊
客
２
㌽
ア
ッ
プ

な
ど
の
波
及
効
果
を
生
み
た
い

と
し
て
い
る
。

　
長
湯
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル
と
も

い
え
る
の
が
温
泉
療
養
文
化
館

「
御
前
湯
」
。

　
か
つ
て
こ
の
一
帯
を
統
治
し

て
い
た
岡
藩
主
が
、
趣
味
の
山

登
り
の
後
に
決
ま
っ
て
湯
で
疲

れ
を
癒
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
や
が
て
、
殿
様
専
用
の
湯

屋
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
が
御
前

湯
と
な
っ
た
。

　
世
界
有
数
の
炭
酸
泉
を
持
つ

ド
イ
ツ
と
の
文
化
交
流
を
物
語

る
個
性
的
な
建
物
が
目
を
引

く
。
男
湯
と
女
湯
が
日
替
わ
り

で
楽
し
め
る
。
飲
用
も
で
き
、

慢
性
消
化
器
病
や
糖
尿
病
、
肝

臓
病
な
ど
に
効
能
が
あ
る
。

　
料
金
は
大
人
の
場
合
、
市
外

の
人
は
５
０
０
円
、
市
内
３
０

０
円
、
市
内
の
人
で

歳
以
上

ま
た
は
身
体
障
害
者
は
２
０
０

円
。
小
人
（
小
学
生
）
２
０
０

円
。
保
護
者
同
伴
の
６
歳
未
満

は
無
料
。

　
連
絡
先
は
☎
０
９
７
４
（
６

４
）
１
４
０
０
。

　
長
湯
温
泉
の
中
心
を
流
れ
る

芹
川
の
端
に
あ
る
、
無
料
の
露

天
風
呂
。
娘
に
恋
し
た
カ
ニ
が

雷
に
打
た
れ
て
で
き
た
と
い
う

伝
説
が
残
る
。

　
脱
衣
場
は
な
く
、
「
着
替
え

は
橋
の
下
で
」と
い
う
豪
快
さ
。

浴
槽
は
周
辺
の
道
路
や
旅
館
か

ら
丸
見
え
で
、
入
る
に
は
勇
気

が
い
る
が
、
鉄
分
の
多
い
に
ご

り
湯
は
試
し
て
み
る
価
値
が
あ

る
。
混
浴
な
の
で
水
着
で
の
入

浴
も
可
。
ホ
タ
ル
の
季
節
に
ガ

ニ
湯
に
入
り
な
が
ら
の
ホ
タ
ル

鑑
賞
も
お
す
す
め
と
か
。

　
連
絡
先
は
☎
０
９
７
４
（
７

５
）
３
１
１
１
（
長
湯
温
泉
観

光
案
内
所
）
。

　
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
近
く
に
あ

る
。
温
泉
館
と
、
土
産
・
物
産

の
販
売
所
、
売
店
か
ら
な
っ
て

い
る
。
町
歩
き
の
疲
れ
を
癒
す

に
は
最
適
。

　
温
泉
館
に
は
日
本
で
初
め
て

の
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
還
元
浴
槽

が
あ
り
、
肌
荒
れ
や
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
の
人
や
女
性
に
大
人

気
。
熊
本
行
き
の
高
速
バ
ス
の

停
留
所
が
前
に
あ
り
、
待
ち
時

間
に
利
用
す
る
の
も
手
だ
。

　
入
浴
料
は
大
人
（
中
学
生
以

上
）
５
０
０
円
。
市
在
住
者
は

３
５
０
円
。小
学
生
２
０
０
円
、

６
歳
未
満
は
無
料
。
問
い
合
わ

せ
は
☎
０
９
７
４
（
６
４
）
１

１
２
６
。

　
長
湯
温
泉
を
代
表
す
る
施
設

の
一
つ
が
温
泉
館
「
ラ
ム
ネ
温

泉
」
だ
。
含
有
遊
離
炭
酸
１
３

８
０
ｐ
ｐ
ｍ
を
誇
る
高
濃
度
の

炭
酸
泉
で
、
全
身
が
銀
色
の
泡

に
包
ま
れ
る
。

　
高
血
圧
症
、
動
脈
硬
化
症
、

慢
性
皮
膚
病
、
冷
え
性
な
ど
に

効
能
が
あ
る
。
男
女
と
も
に


度
の
露
天
風
呂
と

度
の
内
湯

が
あ
り
、
家
族
風
呂
も
併
設
し

て
い
る
。
漆
喰
と
焼
き
杉
を
使

っ
た
建
築
も
ユ
ニ
ー
ク
で
、
館

内
に
は
美
術
館
も
あ
り
、
ゆ
っ

た
り
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
。

　
料
金
は
大
人
５
０
０
円
、
小

人
（
小
学
生
～
３
歳
）
２
０
０

円
、
家
族
湯
（
１
時
間
）
２
千

円
。
☎
０
９
７
４
（
７
５
）
２

６
２
０
。


